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財務データ推移

環境データ推移 社会データ推移

エンハーツ、リクシアナ等のグローバル主力品の売上伸長および
円安進行による増収に伴い、海外売上比率は上昇しています。

グローバル売上収益　リクシアナ®
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日本、欧州等での売上が堅調に伸長しました。

2022年度から国内自社拠点における使用電力を再生可能エネルギー化し、
Scope２の CO2排出量を大幅に削減しています。

国内自社拠点における使用電力の再生可能エネルギー化を
積極的に推進しています。

グローバル主力品の売上伸長等により、全ての国・地域で増収となりました。

研究開発費、研究開発費対売上比率
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5DXd ADCsの製品価値最大化を目指した投資の増加等により、
研究開発費は増加しました。

2023年度は計算方法の変更および活動量の増加に伴い、原単位は増加しました。
基準年の2020年度および過年度の数値は今後再計算を実施する予定です。

有害廃棄物排出量は削減努力により基準年の 2020年度を下回りました。
また、廃プラリサイクル率は再資源化を進めることにより、2023年度は目標
値の70％以上を達成しました。

増収に伴いコア営業利益も増益となりました。

2025年度目標の16％以上を目指して、ROEの改善を図っています。

グローバル展開の拡大に伴い、優秀なグローバル人材の確保を
強化しています。

グローバル共通のエンゲージメントサーベイによる分析・改善施策を
実施し、エンゲージメント向上を目指しています。

グローバル売上収益　エンハーツ®
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既上市国・地域での市場浸透および上市国・地域の拡大により大幅に
増収しました。

増配に伴い DOEは上昇し、2025年度目標の 8.0％以上を目指して
株主価値の最大化に取り組んでいます。
※株主資本配当率＝配当総額÷株主資本（親会社の所有者に帰属する持分）

女性社員が長期的にキャリアを構築し、活躍できるよう女性活躍推進に
取り組んでいます。

社内教育プログラムをはじめとする多様なアプローチを活用して、
事業競争力を高めていくための人材を育成・強化しています。
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第一三共について コーポレートガバナンス価値創造ストーリー データセクション サステナビリティ報告

有価証券報告書については             をご覧くださいこちら
当社グループのパイプラインについては            をご覧ください こちら

https://www.daiichisankyo.co.jp/files/investors/library/securities_reports/FY2023_Q4_Sequrities_Report.pdf
https://www.daiichisankyo.co.jp/rd/pipeline/



